








T を任意の集合とします。確率場とは、一般には確率変数の集合 fX(t) :
t 2 Tg のことを指します。形式的にはランダム現象であれば何でも含ん
でいるような概念ですが、特に T = f1; 2; :::gであるとき「時系列」と呼
んだり、T = [0;1)であるとき「確率過程」と呼んだりします。通常「確
















れには Ito^ (1944) によって創始された確率解析の理論が適用できるので、
時間の流れに従って変化する現象の統計解析に広く応用されています。
4 漸近的推測決定理論


















は Aalen (1978) です。彼はマルチンゲール理論を用いて、今日 Nelson-
Aalen 推定量と呼ばれるようになった推定量の汎関数の意味での漸近正
規性を証明しました。ところが、その定義には確率積分が用いられてい




































は、ドリフト係数 S をトレンドの微係数とし、拡散係数  によってノ
イズの構造を表すようなセミマルチンゲールの統計モデルです。従来の






ルにおいて無限次元の攪乱母数 h の存在のもとで有限次元の未知母数 
の漸近有効推定を行うことに世界で初めて成功し、論文 [9] として Ann.
Statist. 誌に発表しました。
8 研究の例４：丸められたデータの解析







[7]と [8]で公表しました。前者は 2009年 9月に第２３回日本統計学会小
川研究奨励賞を受賞しました。
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